
2019

Jun.

Jul.

JA全農えひめ情報

2019年6月１日発行（隔月1回1日発行）No.1004号

■特集

令和元年度「農家手取り最大化プロジェクト」



　

老
舗
旅
館
・
大
和
屋
本
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
『
大
和
屋
ベ
ジ
ス

イ
ー
ツ　

Ｏ
ｙ
ａ
ｋ
ｉ

－

お
や
き

－

』
は
、
先
代
社
長
（
現
会

長
）
保
樹
氏
が
「
１
５
０
年
間
、
松
山
・
道
後
で
旅
館
業
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
の
は
地
元
の
人
々
の
恩
恵
あ
れ
ば
こ
そ
。
恩
返

し
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
の
思
案
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

道
後
の
土
産
菓
子
作
り
は
職
人
に
な
っ
た
時
か
ら
夢
だ
っ
た

と
い
う
越
智
パ
テ
ィ
シ
ェ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
美
味
を
探
す
中
で

大
洲
の
伝
統
野
菜
・
大お

う
ど洲

芋い
も

に
出
合
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
県
内

産
野
菜
５
種
の
洋
菓
子
へ
方
向
性
が
決
ま
り
ま
す
。「
食
し
て

素
材
の
分
か
る
洋
菓
子
」と
い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル
に
、白
餡
ベ
ー

ス
の
野
菜
ピ
ュ
ー
レ
餡
を
考
案
。生
地
も
素
材
や
形
に
始
ま
り
、

餡
と
包
む
生
地
の
水
分
量
の
違
い
で
成
形
に
苦
心
す
る
な
ど
２

年
の
時
を
経
て
２
０
１
２
年
、
発
売
に
こ
ぎ
つ
け
ま
す
。

　

昨
年
の
豪
雨
災
害
で
大
洲
芋
の
入
手
が
困
難
と
な
り
、「
お

い
し
い
」
に
こ
だ
わ
る
代
替
え
野
菜
を
探
し
、
里
芋
の
旨
み
と

甘
み
が
し
っ
か
り
と
し
て
、
粘
り
の
あ
る
伊
予
美
人
に
た
ど
り

着
き
ま
す
。
し
っ
と
り
と
し
た
食
感

に
や
さ
し
い
甘
さ
が
調
和
し
た
伊
予

美
人
Ｏ
ｙ
ａ
ｋ
ｉ
は
ク
オ
リ
テ
ィ
の

高
い
逸
品
と
し
て
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ

れ
ま
し
た
。

　

松
山
ブ
ラ
ン
ド
新
製
品
コ
ン
テ
ス

ト
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ　

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
で
松
山

商
工
会
議
所
会
頭
賞
受
賞
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

国
内
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
機
内

食
デ
ザ
ー
ト
や
大
手
百
貨
店
の
中
元

と
な
り
、
愛
媛
か
ら
全
国
へ
と
認
知

度
を
高
め
て
い
っ
て
い
ま
す
。

Vol.210

美
味
絶
賛

美
味
絶
賛

有限会社大和屋本店旅館
住　　所	 松山市道後湯之町20－８
T E L	 089－935－8880
設　　立	 1868年（慶応４年）
代 表 者	 代表取締役　奥村　敏仁

～
さ
と
い
も「
伊
予
美
人
」～
②

さといも「伊予美人」は
ＪＡ全農えひめの登録商標です！

　「伊予美人」は県が選抜育成したさといも「愛
媛農試V2号」の商標。白くてきめ細かな肉質、
丸々とした整った形から命名。さといも本来の
粘りが強く、濃厚な甘みがある。

Ｏ
ｙ
ａ
ｋ
ｉ

－

お
や
き

－
▲飽くなき探求心で、大和屋本店のブラ
ンド力に応える越智パティシェ

▲伊予美人、ゴボウ、人参、ほうれん草、カボチャ、
それぞれの味が楽しめるＯyakiは、しっとり、さっ
くりとした一口サイズのかわいい焼き菓子



今月の表紙

	 農の風景Vol.210
	 美味絶賛～さといも「伊予美人」～②
	 ㈲大和屋本店旅館
●2	 〈特集〉
	 令和元年度「農家手取り最大化プロジェクト」

	 生産・販売・購買事業一体となり、「農業者
の所得増大」「農業生産の拡大」に向けて
実践していきます！

●6	 トピックス

●9	 THE・ねっとわーく

●10	 ふるさと		ESSAY		VOL.278

	 私、牛農家になります！
	 高月　千賀さん

●12	 TOPIC	NEWS

●16	 READERS通信
	 NOW		NOW		COOKING
	 〈今月の素材〉ミニトマト

※『あぐり～ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味
を込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。
○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。
○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。
◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp
◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/
◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/
◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/
◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp
◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

　洗濯日和の好天気。大物のシーツを
洗って、布団を干してと、忙しく働くお
母さん。子どもたちも休みの日はうれし
くて、朝早くから鬼ごっこやかくれんぼ。
洗濯したばかりの真っ白いシーツに隠れ
ているのはだ～れだ？　見つかったら、
お母さんが赤鬼さんになっちゃうぞ！　
シーツの間をなにくわぬ顔した初夏の風
が通り抜けていきます。
●表紙：洗濯物かくれんぼ
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

2019 年６−７月号
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
「
農
業
者
所

得
増
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
こ
の
３
年
間
の
実
証
結
果

を
基
に
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年

度
ま
で
の
３
年
間
、
新
た
に
「
農
家
手

取
り
最
大
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開

し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
の
創
造

的
自
己
改
革
実
践
に
お
け
る
「
農
業
者

の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」

を
目
指
し
ま
す
。

　

重
点
施
策
と
し
て
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
（
実
需
者
ニ
ー
ズ
）
に
基
づ
く
生
産
・

販
売
事
業
の
確
立
」「
生
産
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
の
低
減
」「
営
農
・
経
済
事
業

の
機
能
・
体
制
強
化
」
を
具
現
化
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
新

技
術
を
活
用
し
た
営
農
支
援
と
地
域
実

情
に
沿
っ
た
多
様
な
労
働
力
支
援
体
制

の
確
立
な
ど
、
Ｊ
Ａ
・
農
業
者
へ
の
支

援
対
策
や
県
域
機
能
の
強
化
に
よ
る

Ｊ
Ａ
事
業
の
補
完
・
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。中四国広域農薬物流センターを活用した物流体制整備

特
集

生
産
・
販
売
・
購
買
事
業
一
体

と
な
り
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」
に
向
け
て

実
践
し
て
い
き
ま
す
！

2



中四国広域農薬物流センターを活用した物流体制整備

◆特集：令和元年度「農家手取り最大化プロジェクト」
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重
点
施
策

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン（
実
需
者
ニ
ー
ズ
）

に
基
づ
く
生
産
・
販
売
事
業
の
確
立

◦
生
産
振
興
・
産
地
づ
く
り

①�

水
田
活
用
米
穀
、
転
作
・
裏
作
野
菜

等
水
田
フ
ル
活
用
の
促
進

②�

最
重
点
品
目
（
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
）

の
生
産
拡
大

③�

多
様
な
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
新

規
振
興
作
物
（
新
品
種
、多
収
穫
米
、

加
工
・
業
務
用
野
菜
等
）
の
普
及
・

拡
大
と
産
地
づ
く
り

④�

持
続
可
能
な
農
業
経
営（
安
全
安
心
・

環
境
保
全
・
労
働
安
全
）
の
実
現
に

向
け
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
手
法
の
啓
発

◦
販
売
事
業
の
強
化

①�

契
約
取
引
等
（
買
取
・
直
販
・
企
画

販
売
）
な
ら
び
に
共
販
量
の
拡
大

②�

実
需
に
応
じ
た
生
産
お
よ
び
集
荷
量

の
維
持
・
拡
大

③�

生
産
流
通
体
制
の
効
率
化

④�

県
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
強
化
に
よ

る
消
費
拡
大
対
策

生
産
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
低
減

◦
生
産
流
通
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
対
策

①
銘
柄
集
約
に
よ
る
価
格
引
き
下
げ

②�

大
型
規
格
農
薬
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農

薬
お
よ
び
農
薬
担
い
手
直
送
規
格
の

普
及
拡
大

③
低
コ
ス
ト
資
材
の
普
及
拡
大

④��

共
同
購
入
農
機
推
進
強
化
、
安
価
な

農
機
の
取
扱
い
拡
充
、
適
正
包
装
資

材
化
の
取
り
組
み
強
化

⑤�

広
域
物
流
体
制
の
再
構
築
、
広
域
選

果
体
制
の
構
築

◦
生
産
性
の
向
上

①�

生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る
資
材
の
導

入
お
よ
び
技
術
試
験
実
施
に
よ
る
収

量
・
品
質
技
術
の
向
上

◦�

無
人
航
空
機
（
ヘ
リ
・
ド
ロ
ー
ン
）

や
農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
革
新
的
技
術
の

導
入

◦�

農
家
手
取
り
最
大
化
実
践
メ
ニ
ュ
ー

の
総
合
的
な
実
証

　

耕
種
部
門
一
体
と
な
っ
た
「
物
財
費

削
減
」「
労
働
費
削
減
」「
生
産
性
向
上
」

「
販
売
対
策
」
に
向
け
た
実
践
具
体
策

の
実
践
と
Ｊ
Ａ
お
よ
び
農
業
者
へ
の
水

平
展
開
。

表１　品目別重点取組目標
米　麦

項　目 2017年度(平成29年度) 2018年度(平成30年度) 2018年度(平成30年度) 2021年度(令和３年度) 備　　考実　績 計　画 見通し 計　画

作 付 面 積 の 維 持 米13,900ha 米14,527ha 米13,900ha 米14,349ha
麦  1,987ha 麦  2,000ha 麦  2,030ha 麦  2,050ha

米 穀 集 荷 量 の 拡 大 11,531ｔ 14,000ｔ 10,000ｔ 14,000ｔ 水活除く
事前契約数量の拡大 66.1ｔ 　　－　　 4,324ｔ 7,000ｔ 水活除く
【ひめの凜】作付面積 　　－　　 　　－　　 　　－　　 350ha

栽培要件を満たす平坦地生 産 量 　　－　　 　　－　　 　　－　　   1,890ｔ
平均単収 　　－　　 　　－　　 　　－　　   540kg

【多収穫米】作付面積  13.1ha    50ha 45.9ha    100ha
集 荷 量   75.4ｔ   300ｔ   243.1ｔ     600ｔ
平均単収    563kg    600kg    530kg    600kg以上

【はだか麦】平均単収 254㎏/10a 360㎏/10a 260㎏/10a 360㎏/10a（ ハ ル ヒ メ ボ シ ）
果　実

項　目 2017年度(平成29年度) 2018年度(平成30年度) 2018年度(平成30年度) 2021年度(令和３年度) 備　　考実　績 計　画 見通し 計　画
販売量の確保〈最重点対策品目〉

温 州 み か ん 45,102ｔ 55,000ｔ 46,100ｔ 61,000ｔ
伊 予 柑 18,455ｔ 20,000ｔ 17,640ｔ 19,000ｔ
キ ウ イ フ ル ー ツ 4,550ｔ 5,154ｔ 4,000ｔ 4,840ｔ

（ゼスプリゴールド） （550ｔ） （354ｔ） （300ｔ） （140ｔ）
〈 重 点 振 興 品 目 〉

愛 媛 果 試 第 2 8 号 2,411ｔ 2,100ｔ 2,390ｔ 2,800ｔ
甘 平 1,577ｔ 1,700ｔ 1,480ｔ 1,700ｔ

野　菜

項　目 2017年度(平成29年度) 2018年度(平成30年度) 2018年度(平成30年度) 2021年度(令和３年度) 備　　考実　績 計　画 見通し 計　画

重点振興品目※取扱数量 14,949ｔ 16,792ｔ 14,662ｔ 17,729ｔ ７品目計

き ゅ う り 5,706ｔ 5,900ｔ 5,294ｔ 6,182ｔ
い ち ご 865ｔ 950ｔ 847ｔ 957ｔ

※重点振興品目：きゅうり、とまと、なす、ピーマン、いちご、里芋、レタスの７品目
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営
農
・
経
済
事
業
の
機
能
・
体
制
強
化

◦�

関
連
部
門
・
組
織
連
携
に
よ
る
Ｔ
Ａ

Ｃ
活
動
の
充
実
と
事
業
提
案
力
の
強

化
◦�

新
規
就
農
者
確
保
、
育
成
支
援
・
集

落
営
農
組
織
化
・
法
人
化
・
事
業
承

継
・
労
働
力
支
援
体
制
整
備
の
支
援

な
ど
多
様
な
担
い
手
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
◦�

県
産
農
産
物
の
情
報
発
信
お
よ
び
付

加
価
値
増
大
支
援

支
援
対
策

支
援
対
策
要
領

◦�

生
産
振
興
・
担
い
手
総
合
支
援

①�

Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
を
通
じ
た
担
い
手
支
援

対
策

②�

水
稲
・
麦
・
大
豆
収
量
・
品
質
向
上

実
証
ほ
設
置
対
策

③
高
品
質
果
実
生
産
支
援
対
策

◦�

生
産
資
材
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
低
減
支

援
①�

Ｊ
Ａ
集
荷
拡
大（
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
）

対
策

②�

肥
料
・
農
薬
生
産
基
盤
強
化
対
策（
担

い
手
組
織
予
約
・
個
別
予
約
・
土
壌

診
断
・
肥
料
担
い
手
直
送
・
農
薬
大

型
規
格
対
策
）

③
包
装
資
材
結
集
対
策

④�

農
ビ
・
農
ポ
リ
加
工
品
・
部
会
予
約

結
集
対
策

⑤
農
機
格
納
点
検
整
備
支
援
対
策

◦�

県
域
機
能
の
強
化
に
よ
る
Ｊ
Ａ
事
業

の
補
完
・
支
援

①�
県
域
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
連

絡
協
議
会
活
動
に
よ
る
Ｊ
Ａ
総
合
事

業
支
援

②�

行
政
等
関
連
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

就
農
相
談
会
の
開
催
お
よ
び
参
画

③�

Ｊ
Ａ
域
を
超
え
た
広
域
集
荷
・
選
果

体
制
確
立
の
支
援

推
進
・
企
画
体
制
に
つ
い
て

◦�

推
進
チ
ー
ム
（
Ｊ
Ａ
・
全
農
）
は
、

Ｊ
Ａ
営
農
振
興
計
画
に
連
動
し
た
重

点
品
目・県
域
戦
略
品
目
等
の
生
産
・

販
売
計
画
達
成
に
向
け
た
連
携
強
化

を
図
り
、
Ｊ
Ａ
・
全
農
が
一
体
と
な

り
推
進
の
進
捗
管
理
が
共
有
化
で
き

る
体
制
を
構
築
し
、
耕
種
部
門
一
体

と
な
っ
た
総
合
的
な
実
践
メ
ニ
ュ
ー

の
実
証
に
取
り
組
む
。

◦�

県
域
で
は
「
食
糧
」「
果
実
」「
野
菜

花
卉
」
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設

置
し
、
各
部
門
か
ら
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
チ
ー
ム
編
成
の
も
と
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
毎
に
リ
ー
ダ
ー
を
選
出

し
、
部
門
間
連
携
を
強
化
し
Ｊ
Ａ
・

部
会
に
対
し
て
生
産
・
販
売
・
購
買

に
関
す
る
企
画
提
案
と
進
捗
管
理
を

行
い
、
担
当
課
長
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
総
括
を
担
う
。

◦�

県
域
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｃ
・
県

域
の
品
目
推
進
担
当
者
（
県
域
Ｔ
Ａ

Ｃ
的
役
割
）・
他
連
合
会
と
連
携
し

農
業
者
・
地
域
の
担
い
手
に
対
し
事

業
提
案
を
行
う
と
と
も
に
、
目
標
達

成
に
向
け
関
係
先
と
の
協
議・企
画・

調
整
を
行
い
、
推
進
チ
ー
ム
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
。

◆特集：令和元年度「農家手取り最大化プロジェクト」
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４月14日＝「オレンジデー」！
道後温泉別館飛

あすか

鳥乃
の

湯
ゆ

泉前と松山空港でイベント開催！

▶�

首
都
圏
で
は
、
販
売
協
力
店
の
べ
20
店
舗
で
Ｓ
Ｐ
レ
デ
ィ
に
よ
る
試
食
宣
伝
を
実
施

道
後
温
泉
別
館
飛あ

す
か鳥

乃の

湯ゆ泉
前
で

サ
ン
プ
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　

４
月
14
日
の
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
当

日
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
果
実
課
は
、
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
松
山
市
の
道
後
温

泉
別
館
飛
鳥
乃
湯
泉
前
と
松
山
空
港
到

着
ロ
ビ
ー
で
、
旬
を
迎
え
た
愛
媛
県
産

「
清
見
タ
ン
ゴ
ー
ル
」を
配
布
し
ま
し
た
。

　

道
後
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
昨
年
に
続
き

６
回
目
。
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
園
芸
部
の

武
田
孝
二
部
長
が
、「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー

は
『
愛
を
深
め
る
日
』
で
す
。
今
日
お

配
り
す
る
清
見
を
持
っ
て
帰
っ
て
、
愛

す
る
人
と
一
緒
に
召
し
上
が
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
愛
媛
い
よ
か

ん
大
使
４
人
と
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
職
員

が
、
4
月
14
日
に
ち
な
ん
で
、
県
内
外

の
方
４
１
４
人
に「
清
見
タ
ン
ゴ
ー
ル
」

と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
配
布
し
ま
し

た
。カ

ッ
プ
ル
の
記
念
日
と
し
て

定
着
を
！

　

松
山
空
港
到
着
ロ
ビ
ー
で
も
、
愛
媛

い
よ
か
ん
大
使
４
人
が
４
１
４
人
に

「
清
見
タ
ン
ゴ
ー
ル
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

思
わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
受
け
取
っ
た
方

は
大
喜
び
で
し
た
。
飛
鳥
乃
湯
泉
前
と

松
山
空
港
の
イ
ベ
ン
ト
は
県
内
の
多
く

の
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
愛

媛
い
よ
か
ん
大
使
は
、「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー

が
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト

デ
ー
に
続
く
カ
ッ
プ
ル
の
記
念
日
と
し

て
定
着
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

　４月14日「オレンジデー」は、愛のシンボルである柑橘類などのオレンジを贈り合って愛を育み、大切な人との
絆を深める記念日です。平成６年に愛媛県内の柑橘生産農家が発案したとされ、ＪＡ全農えひめが平成21年５月、
日本記念日協会に登録した記念日です。
　ＪＡ全農えひめ果実課は、「オレンジデー」当日、PRイベントとして松山市の道後温泉別館飛鳥乃湯泉前と松山
空港到着ロビーで、旬を迎えた愛媛県産「清見タンゴール」を配布しました。

トピックス

▲松山空港　　　　　　　　　　　　　▲道後温泉別館飛鳥乃湯泉前

＼大切なあの人に柑橘を贈ろう♡／
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愛媛さといも広域選果場　稼働！
～さといも「伊予美人」の生産・販売拡大へ～

　

愛
媛
県
本
部
は
、
県
特
産
品
さ
と

い
も
「
伊
予
美
人
」
の
主
力
産
地
で

あ
る
東
予
地
区
４
Ｊ
Ａ
が
参
加
す
る

広
域
集
出
荷
施
設
「
愛
媛
さ
と
い
も

広
域
選
果
場
」
を
愛
媛
県
四
国
中
央

市
に
設
置
し
、
３
月
22
日
か
ら
稼
働

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
産
さ
と
い
も
は
、「
女
早

生
」
を
系
統
選
抜
し
た
「
愛
媛
農
試

Ｖ
２
号
」
を
Ｊ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
「
伊
予

美
人
」（
全
農
商
標
）
と
し
て
販
売

促
進
活
動
を
進
め
、
東
予
地
区
全
域

に
栽
培
面
積
の
拡
大
が
進
ん
で
い
ま

す
。
一
方
で
、
各
Ｊ
Ａ
の
選
果
基
準

の
違
い
か
ら
品
質
・
出
荷
ロ
ッ
ト
の

バ
ラ
ツ
キ
、
小
規
模
選
果
施
設
で
の

選
果
対
応
能
力
が
課
題
に
な
っ
て
お

り
、
平
成
27
年
度
か
ら
愛
媛
県
本
部

と
東
予
地
区
の
５
Ｊ
Ａ
が
共
同
選
果

モ
デ
ル
事
業
を
開
始
し
、
選
果
基
準

の
統
一
化
や
Ｊ
Ａ
間
格
差
の
是
正
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
産
地
収
益
力

強
化
支
援
事
業
（
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
）
を
活
用
し
、
さ
と
い
も
の

選
果
・
選
別
・
包
装
機
能
と
直
販
機

能
な
ら
び
に
芋
分
離
・
根
切
り
機
能

を
具
備
し
た
同
選
果
場
を
設
置
し
ま

し
た
。
処
理
能
力
は
日
量
35
ト
ン
、

年
間
約
３
、０
０
０
ト
ン
の
出
荷
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
枠
を
超
え
た
広
域
選
果
場
と

し
て
、
県
東
予
地
域
の
系
統
共
販
率

の
向
上
と
生
産
面
積
の
拡
大
お
よ
び

県
本
部
に
よ
る
生
産
か
ら
販
売
の
一

元
化
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
者

の
所
得
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

▲�３月22日より荷受・選果スタート

▲�愛媛さといも広域選果場

▲�３月18日に行われた竣工式
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
と
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
え
ひ
め
リ
ッ
ク

は
、
３
月
30
日
、
松
山
市
で
、
地
産
地
消
の
推
進
と
食
農

教
育
の
一
環
と
し
て
「
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
親
子
料
理
教
室
」

を
開
き
ま
し
た
。
春
休
み
中
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
30

組
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
松
山
市
の
お
べ
ん
と
う
作
家
・
尾お

原は
ら

聖み

名な

さ

ん
が
講
師
と
な
り
、
参
加
者
は
愛
媛
県
産
清
見
タ
ン
ゴ
ー

ル
、
ブ
ラ
ン
ド
豚
肉
「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
や
、
旬
の

野
菜
な
ど
を
使
っ
て
、
お
弁
当
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
篠し

の

原は
ら

彩さ

月つ
き

さ
ん
（
小
学
５
年
生
）
は
、「
お
母

さ
ん
と
お
弁
当
を
作
っ
た
の
は
初
め
て
。
こ
れ
か
ら
は
、

家
で
も
一
緒
に
作
り
た
い
」
と
素
敵
な
笑
顔
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
中
矢
琢
管
理
部
長
は
「
今
回
の
教
室

を
き
っ
か
け
に
、
県
産
農
畜
産
物
の
美
味
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
、さ
ら
に
『
食
』
を
通
じ
た
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
、
毎
日
い
た
だ
く
食
べ
物
へ
の
感
謝
に
繋
が
っ

て
ほ
し
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

▲松山市のおべんとう作家　尾原聖名さん

当日のレシピはこちらです！

ＪＡ全農えひめ親子料理教室
えひめの春をぎゅっとつめたおべんとうを作ろう！
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②　

最
終
審
査
出
席
者
全
員

　

�　

書
類
審
査
に
合
格
し
最
終
審
査
に

出
席
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
交
通
費
と

愛
媛
の
柑
橘
ジ
ュ
ー
ス
を
進
呈
。

『
愛
媛
み
か
ん
大
使
』
の
活
動

①　

任　

期

　

�　

令
和
元
年
９
月
～
令
和
２
年
８
月
末

②　

活
動
内
容
（
年
間
40
日
程
度
）

　

�　

全
国
各
地
で
の
表
敬
訪
問
、
テ
レ

ビ
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
出
演
、
試
食
宣
伝

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
へ
の
参
加
（
日
当
・

交
通
費
・
制
服
一
式
を
支
給
）。

【
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

◦　

11
月
（
み
か
ん
）

　

東
京
・
大
阪

◦　

２
月
（
伊
予
柑
）

　

東
京
・
大
阪
・
北
海
道
他

◦　

４
月　

　
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
関
連
イ
ベ
ン
ト
他

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、

「
果
樹
王
国
え
ひ
め
」
の

み
か
ん
・
伊
予
柑
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
は
じ
め
愛
媛

県
産
果
実
の
消
費
宣
伝
活
動
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
『
２
０
１
９
愛
媛
み
か
ん
大

使
』
４
人
を
募
集
し
ま
す
。
み
か
ん
大
使

に
よ
る
消
費
宣
伝
活
動
は
昭
和
34
年
度

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
回
が
61
回
目

（
61
代
目
）
と
な
り
ま
す
。

応
募
資
格

①�　

愛
媛
県
内
在
住
の
18
歳
以
上
（
高
校

生
は
除
く
）
の
元
気
で
明
る
く
好
感
の

持
て
る
方
。

②�　

モ
デ
ル
な
ど
特
定
の
会
社
や
団
体

等
と
専
属
契
約
し
て
い
な
い
方
で
、
他

の
コ
ン
テ
ス
ト
に
選
出
さ
れ
て
い
な

い
方
。

③�　

愛
媛
県
産
果
実
の
消
費
宣
伝
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
の
活
動
に
必
ず
参
加
で

き
、
明
朗
・
快
活
で
表
現
力
豊
か
な
方
。

④�　

勤
務
先
・
学
校
等
の
理
解
と
協
力
が

得
ら
れ
、
愛
媛
み
か
ん
大
使
と
し
て
年

間
活
動
で
き
る
方
。

応
募
方
法

①�　

所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
既
存
の

履
歴
書
等
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

サ
ー
ビ
ス
判
程
度
の
上
半
身
の
写
真
を

ね
っ
と
わ
ー
く

THE果実課

愛
媛
県
産
か
ん
き
つ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

２
０
１
９
愛
媛
み
か
ん
大
使
を
募
集

添
え
て
、
応
募
先
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

②�　

応
募
用
紙
は
、
県
内
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
全

農
え
ひ
め
・
リ
ジ
ェ
ー
ル
松
山
・
各
テ

レ
ビ
局
・
愛
媛
新
聞
社
・
各
大
学
・
専

門
学
校
の
受
付
等
に
置
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

③�　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
み
か
ん
大
使
募
集
」
ペ
ー
ジ
お
よ
び

携
帯
サ
イ
ト
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
応
募
書
類
・
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

①�　

平
成
元
年
６
月
10
日
（
月
）
～
７
月

10
日
（
水
）（
当
日
消
印
有
効
）

審
査
方
法

①　

事
前
審
査
（
書
類
審
査
）

　
　

７
月
23
日
（
火
）

②　

最
終
審
査
（
面
接
審
査
）

　

�　

８
月
８
日
（
木
）、
リ
ジ
ェ
ー
ル
松

山
で
面
接
審
査
を
行
い
、４
人
を
選
考
。

　

�　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
、
愛
媛
県
果
樹
同

志
会
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
ら
が
審
査
し

ま
す
。

任
命
式
（
８
月
26
日
（
月
））

　

関
係
者
に
よ
る
任
命
式
を
行
い
、
マ
ス

コ
ミ
に
発
表
し
ま
す
。

副
賞
な
ら
び
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

①　

愛
媛
み
か
ん
大
使
（
４
人
）

　

委
嘱
料
20
万
円
を
進
呈
し
ま
す
。

〒790－8555
松山市南堀端町２番地３
ＪＡ全農えひめ果実課
　愛媛みかん大使募集係
　　☎089－948－5482

【ホームページアドレス】
http://www.eh.zennoh.or.jp

応募先・問い合わせ

▲2018愛媛みかん大使の皆さん

愛媛県産かんきつの魅力をPRしてみませんか？
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ふるさとESSAY
　

私
の
い
る
西
予
市
野
村
町
は
畜
産
業
の
盛

ん
な
町
で
す
。
家
で
は
祖
父
の
代
か
ら
牛
を

飼
っ
て
い
ま
す
。
私
も
幼
い
頃
か
ら
祖
母
の

後
を
つ
い
て
牛
舎
に
入
り
、
ミ
ル
ク
を
与
え

る
手
伝
い
を
し
た
り
、
牛
の
い
る
風
景
は
特

別
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

高
校
は
野
村
高
校
の
畜
産
科
に
進
学
。
畜

産
科
を
選
ん
だ
の
は
、
地
元
の
高
校
だ
し
、

家
も
畜
産
を
し
て
い
る
か
ら
と
、
無
難
な
進

路
を
選
択
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

高
校
で
は
、
牛
の
世
界
の
ミ
ス
コ
ン
の
よ

う
な
品
評
会
・
共
進
会
に
牛
を
出
品
し
て
い

ま
し
た
。
好
き
な
人
は
ど
う
ぞ
世
話
を
し
て

く
だ
さ
い
と
い
っ
た
感
じ
で
、
強
制
的
な
も

の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
違
和
感
な

く
（
笑
）、
い
ろ
い
ろ
と
世
話
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

高
校
３
年
生
。
さ
て
、
そ
の
先
は
？　

お

菓
子
大
好
き
な
私
は
製
菓
の
学
校
見
学
を
し

て
、
進
路
は
ほ
ぼ
決
ま
り
。
で
も
、
昔
か
ら

思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
う
ち

は
女
の
子
し
か
お
ら
ん
４
姉
妹
。
誰
か
が
継

が
な
い
け
ん
！
」。
次
女
の
私
は
、
誰
か
に

言
わ
れ
た
訳
で
も
な
く
、
湧
き
あ
が
っ
て
く

る
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

「
私
し
か
、
お
ら
ん
な
！
」。

　

決
ま
り
か
け
て
い
た
進
路
を
変
更
。
畜
産

の
本
場
で
あ
る
宮
崎
農
業
大
学
校
に
進
み
、

卒
業
、
帰
郷
。
地
元
・
野
村
町
の
県
農
林
水

産
研
究
所
畜
産
研
究
セ
ン
タ
ー
で
仕
事
を
し

な
が
ら
学
ぶ
傍
ら
、
家
の
仕
事
を
手
伝
う
と

い
う
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

職
場
で
は
私
の
任
さ
れ
る
範
囲
は
決
ま
っ

て
い
て
エ
サ
や
り
を
し
た
ら
仕
事
は
ほ
ぼ
終

わ
り
で
す
。
夕
方
帰
宅
し
て
か
ら
、
さ
ら
に

家
で
エ
サ
や
り
。
当
時
は
ま
だ
手
作
業
で
、

キ
ャ
リ
ー
い
っ
ぱ
い
の
エ
サ
を
バ
ケ
ツ
で
運

ぶ
し
ん
ど
い
作
業
に
半
泣
き
。「
じ
い
ち
ゃ

私
、
牛
農
家
に
な
り
ま
す
！

■プロフィール■
平成４年（1992）４月９日生まれ、西予市野村町出身、在住。
平成28年に本格的に就農して３年目の肉用牛を生産する若手
女性農家。祖父母、父とともに交雑種約350頭の肥育経営と、
繁殖和牛７頭、育成牛２頭の繁殖経営に取り組む。主に繁殖
部門、肥育牛の育成を担当。平成29年第36回全農肉牛枝肉
共励会（交雑種）最優秀賞一席受賞。平成30年度愛媛県総
合畜産共進会の第80回家畜改良共進会・肉用種種牛の部で
出品牛「まどか21」が農林水産大臣賞受賞。ＴＡＫＡＴＳＵＫＩ　ＣＨＩＫＡ

高月 千賀

278Vol.

10



ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
こ
の
作
業
を
ず
っ
と

や
っ
て
い
た
。
す
ご
い
な
あ
」。
そ
れ
で
も
、

時
に
は
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
や
っ
と
っ
て
や
、

お
願
い
」と
言
っ
て
結
構
休
め
て
い
ま
し
た
。

（
機
械
を
導
入
し
た
の
は
そ
の
後
の
こ
と
で

す
）。

　

３
年
前
か
ら
畜
産
業
一
筋
で
す
。
一
日
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
朝
８
時
か
ら
牛
舎
の
清

掃
、
エ
サ
や
り
、
牛
の
体
調
観
察
、
発
情
し

て
い
た
ら
種
つ
け
な
ど
。お
昼
を
は
さ
ん
で
、

ボ
ロ
出
し
（
ウ
ン
チ
掃
除
）
や
、
去
勢
、
除

角
（
角
切
り
）、
子
牛
の
移
動
や
、
配
置
図

な
ど
の
ノ
ー
ト
記
載
。
午
後
の
エ
サ
や
り
は

朝
以
上
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
さ
ら
に
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
た
っ
ぷ
り
の
肉
体
労
働
と
、
こ

ま
ご
ま
と
し
た
用
事
と
。
そ
う
こ
う
し
て
い

る
う
ち
に
午
後
６
時
、
終
業
時
刻
を
迎
え
ま

す
。

　

デ
リ
ケ
ー
ト
な
子
牛
の
観
察
は
特
に
注
意

深
く
、
見
逃
し
て
死
な
せ
て
し
ま
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。ミ
ル
ク
は
し
っ
か
り
飲
ん
だ
か
、

耳
が
垂
れ
て
い
な
い
か
、
呼
吸
が
速
く
な
い

か
、
声
か
け
に
反
応
が
薄
く
は
な
い
か
。
人

間
の
よ
う
に
会
話
を
し
て
く
れ
な
い
分
、
気

づ
い
て
も
ら
え
る
の
を
た
だ
、
待
っ
て
い
る

は
ず
な
の
で
。
こ
の
間
は
、
子
牛
が
ウ
イ
ル

ス
性
の
風
邪
を
発
症
、
50
頭
ほ
ど
の
牛
舎
で

集
団
感
染
し
て
し
ま
い
、
治
療
に
追
わ
れ
、

完
治
す
る
ま
で
気
の
抜
け
な
い
日
々
が
続
き

ま
し
た
。

　

仕
事
範
囲
も
広
範
囲
に
な
り
、
多
岐
に
わ

た
り
、「
ち
ょ
っ
と
お
願
い
」も
も
う
言
え
ず
、

春
、
夏
、
秋
、
冬
、
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
Ｇ

ゴ
ー
ル
デ
ン

Ｗウ
イ
ー
クに
遠
出
も
で
き
な
い
け
れ
ど
、

混
雑
す
る
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
ず
に
済
む
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
み
た
り
。
そ
ん
な
に

覚
悟
を
も
っ
て
就
い
た
就
農
で
は
な
い
し
、

休
み
た
い
気
持
ち
も
あ
る
け
れ
ど
、「
私
の

職
業
は
牛
飼
い
」。
こ
れ
は
、
あ
き
ら
め
で

は
な
く
て
、他
の
職
業
に
就
く
気
は
な
い
し
、

自
然
な
形
で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

畜
産
後
継
者
を
募
る
野
村
町
に
も
、
も
う

す
ぐ
牛
た
ち
が
扇
風
機
で
涼
む
真
夏
が
や
っ

て
き
ま
す
。
私
た
ち
作
業
者
は
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
よ
り
も
確
実
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
き
る

季
節
で
す
（
笑
）。

▲牛舎の前で。高月牧場には犬１匹、猫２匹、生まれたばかりの子猫１匹も遊ぶ
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Topic News

●平成30年度愛媛県果樹同志会大会
集まれ同志の力!!＂超＂愛媛ブランドへ

　県内果樹生産者で組織する愛媛県果樹同志会は、
３月18日、松山市の㈱えひめ飲料本社で「平成30
年度愛媛県果樹同志会大会」を開き、次年度の活動
方針などを決めました。大会には、同志会員ら関係
者約400人が出席しました。
　大会では、えひめみかんまつり等コンクール入賞
者の表彰、平成30年度の活動報告や情勢報告のほ
か、大会宣言などが行われました。
　活動基本方針では、温州みかんで園地・樹ごとの
バラツキが年々増している中で、隔年結果是正防止
に取り組むとともに、中晩柑類・落葉果樹類を含め
高品質安定生産対策に引き続き取り組みます。さら
に、果樹産地構造改革計画の実践と果樹農業好循環
形成総合対策事業を有効活用し、優良品目・品種へ
の転換や園地整備など経営基盤強化や、災害からの
復旧・復興支援などを確認しました。
　また、南予果樹同志会の奥谷篤巳さんが、豪雨災

害における活動について報告したほか、愛媛県農林
水産研究所果樹研究センターみかん研究所の加美豊
所長（当時）による「良食味多収栽培と今後期待さ
れる新品種『48号』について」と題した講演があ
りました。
※�えひめみかん祭り果実・ほ場コンクールの主な入
賞者は前号までに紹介しているため省略します。

●全農杯全日本卓球選手権ホープス・カブ・バンビの部愛媛県予選
全国大会出場をめざし少年少女が熱戦！
　７月26日から神戸市で開催される全農杯全日本
卓球選手権大会（ホープス・カブ・バンビの部）へ
の出場をめざし、５月12日今治市営中央体育館で、
愛媛県予選会が開かれ、少年少女74人が出場しま
した。
　この大会は、県卓球協会が主催する小学生対象の
大会では最大規模を誇ります。男女別に小学６年生
以下のホープスの部、４年生以下のカブの部、２年
生以下のバンビの部の３クラスに分かれ、予選リー
グと決勝リーグを戦って、男女各クラス２位以上の
選手と特別推薦枠２人を加えた計14人が、全国大
会に出場します。
　男子カブの部で優勝した月原弘暉さん（常盤HS
クラブ）は、３回目の全国大会出場を決めました。「全
国大会でも優勝をめざしたい」と副賞を手に力強く

話していました。
　ＪＡ全農えひめは、参加賞のほか、男女各クラス
３位以上の選手に副賞として「えひめみかんいよか
んジュース」とひめライス「愛媛県産にこまる」を
贈呈しました。

えひめみかん祭りほ場コンクール
農林水産大臣賞の本田貴久さん
（ＪＡにしうわ）

男子カブの部優勝の月原さん（写真左）、と２位の田口昊侑
さん（伊予卓研）、３位の武田大雅さん（松山卓球教室）

えひめみかん祭り果実コンクール
農林水産大臣賞の忽那敬一さん
（ＪＡえひめ中央）
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Topic News

●第５回「しずく媛」サミット
愛媛生まれの酒米「しずく媛」を飲み比べ
　ＪＡ全農えひめ、産地ＪＡ、県酒造組合、愛媛県
などで構成される愛媛県米麦振興協会は、４月18
日、愛媛県で育成された酒造好適米「しずく媛」の
サミットを松山市のＪＡ愛媛で開きました。生産者、
ＪＡ、酒造会社や関係者のほか一般公募で募集した
日本酒愛好家も含めて約110人が参加しました。
　サミットは平成27年から行い、５回目。「しずく
媛」のブランド化と消費拡大を目的に開催していま
す。きき酒会では、「しずく媛」を使用した16蔵元
の新酒が並び、参加者は顔を赤らめながら飲み比べ
を楽しみました。
　また、愛媛県農産園芸課農業革新支援グループの
川中聡担当係長が「しずく媛」の生産販売活動を報
告しました。今後も新品種・新技術の普及に向けた
生産振興や酒育セミナーの開催など、新たな取り組
みを行うことを確認しました。
　平成30年産「しずく媛」の県内作付面積は、35
ヘクタール。生産量は128トンで県内の酒造会社を
中心に出荷しています。
　平成30年産「しずく媛」優良生産者は次の通り
（カッコ内はＪＡ名）。

【最優秀賞】末光弘和（ひがしうわ）【優秀賞】安藤
英利（西条）、佐藤一廣（ひがしうわ）、石田一浩（同）、
清水口正敏（同）、片山雄一（同）

鶏ふん堆肥無償提供で柑橘被災地支援
　ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱は、松山市にある
直営農場「卵

らん

卵
らん

中野ファーム」で作られた鶏ふん堆
肥を、平成30年７月の西日本豪雨で被災した柑橘
農家に無償で提供しています。
　西日本豪雨では、柑橘園地が崩れるなどの被害が
発生しました。苗木の定植に必要な鶏ふん堆肥を無
償で提供し、被災地農家への支援を行っています。
　「ＪＡグループ愛媛梅雨前線等に伴う大雨災害対
策本部」が被災７ＪＡ（対象はＪＡおちいまばり、
ＪＡ松山市、ＪＡえひめ中央、ＪＡ愛媛たいき、ＪＡ
にしうわ、ＪＡひがしうわ、ＪＡえひめ南）へ呼び
かけました。現在、各ＪＡ・支所に約２万袋をＪＡ
えひめ物流㈱が無償で配布しています。
　４月19日、「卵卵中野ファーム」で出発式が行わ
れました。堆肥を積んだトラックに、「いってらっ
しゃい」と手を振り、職員らが見送りました。

　ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱大津社長は「かん
きつ王国の一日も早い復興の役に立てれば」と話し
ています。

４月19日に行われた出発式

「しずく媛」の日本酒を味わう参加者
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Topic News

　ＪＡ全農えひめ「えひめの食」企画の「えひめの
食『旬』事典」（えひめ愛フード推進機構と共同提供）
が、地方情報誌「タウン情報まつやま」６月号（2019
年５月20日発売）からスタートしました。
　誌面では、「愛」あるブランド産品を中心に、知っ
ているようで知らなかった「えひめの食」の滋味に
スゴイ！をご紹介します。「タウン情報まつやま」は、
毎月20日発売です。ぜひ、毎月チェックしてみて
ください！
　なお、発売日以降には、タウン情報まつやま公式
アプリ「えひめのあぷり」にも掲載され、プレゼン
トの応募と、生産者に声を届けることができます。

●第24回愛媛県子牛品評会
県知事賞に池田一成さんと山岡造さん
　ＪＡ全農えひめ主催の「第24回愛媛県子牛品評
会」が、４月18日、西予市の野村畜産総合振興セ
ンターで開かれました。優等賞（県知事賞）は、雌
牛の部が池田一成さん（ＪＡえひめ南）の出品牛「な
な」、去勢の部は山岡造さん（ＪＡ愛媛たいき）の
出品牛「智春美」が受賞しました。
　品評会には、県内７ＪＡから生後１年未満の県内
産黒毛和種89頭（雌牛の部46頭、去勢の部43頭）
が出品されました。
　品評会後に今年度第１回目の和子牛臨時市場が開
催され、１頭あたりの平均価格（税込）は雌が前回
２月の価格を9,026円上回る67万7,762円、去勢は前
回を１万2,207円上回る77万2,489円で取引されまし
た。１頭あたりの最高額（税込）は雌140万4,000円。
　ＪＡ全農えひめ畜産部によると、2018年度に開
いた臨時市場６回の実績は、取引頭数619頭で前年
と比べて32頭増。１頭あたりの平均価格（税込）

は70万1,907円でした。
　その他の入賞者は次の皆さん（カッコ内はＪＡ
名）。
【雌牛の部】▽１等賞＝井関秀夫（ひがしうわ）、柳
谷産業開発公社（松山市）
【去勢の部】▽１等賞＝越智章（周桑）、楠藤雄（ひ
がしうわ）

県知事賞を受賞した池田さんと「なな」

「えひめの食」企画「えひめの食『旬』事典」が　　　
「タウン情報まつやま」でスタート！

６月号では河内逡一さん（ＪＡ愛媛たいき）が登場し「乾しいたけ」の
魅力を紹介

 

えひめのあぷりの
ダウンロードはこちらから

「えひめの食」インスタグラムも
よろしくお願いします♪
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Topic News

　ＪＡ全農えひめが東温市で運営する農産物直売所
とコンビニの一体型店舗「ファミリーマート・全農
ふれっしゅ広場」は、４月27日～４月30日の４日間、
オープン３周年を記念して創業祭を開催しました。
　期間中は、出荷者団体フレッシュ市部会による「う
どんお接待」、「全農のお肉屋さん」による県内産ブ
ランド肉の試食販売のほか、ＪＡえひめフレッシュ
フーズ㈱による「たまごつかみどり」、ガラポン抽選
会など日替わりで多彩なイベントやお買い得企画を
実施し、大勢の買い物客で賑わいました。
　「ファミリーマート・全農ふれっしゅ広場」では、
各種イベントを定期的に実施し、地域とのふれあい

や消費者との交流を深めるとともに、利便性の向上
に努めています。直売コーナーの商品にもTポイン
トがつくことや日替わりサービス企画などのお得も
いっぱいです。ぜひ皆さんもご来店ください。

●ファミリーマート・全農ふれっしゅ広場
３周年を記念して創業祭を開催！

●第54回記念えひめ花まつり
花と緑いっぱいのイベント開催

●「いよっこら」運営協力会総会
＂いよっこらファン＂拡大を

　５月３日・４日の２日間、花に親しんでもらい花
の消費拡大につなげようと、東温市の愛媛県農林水
産研究所農業研究部花き研究指導室で、第54回記
念「えひめ花まつり」が開かれました。
　会場では、花の展示やフラワーオークションなど
が行われ大勢の来場者で賑わいました。また、５月
４日には、東温市農村環境改善センターで第54回
記念「えひめ花まつり花のコンクール」表彰式が行
われ、ＪＡ全農えひめを通じて出品したデルフィニ
ウムが中国四国農政局長賞を受賞した久保壽男さん
（ＪＡ愛媛たいき）らが表彰されました。

　ＪＡえひめアイパックス㈱ファーマーズマーケッ
ト「いよっこら」運営協力会は５月７日、ウエルピ
ア伊予で令和元年度の総会を開きました。
　令和元年度はお客様が求めている直売所をお客様
目線で捉え、出荷会員と店舗が一体となりそのニー
ズに応えることで、地域での存在感をこれまで以上
に高めていくことを確認しました。
　オープン14周年を迎える今年は、「14周年感謝祭」
「秋の収穫祭」をメインに様々なイベントや食農教
育を実施していきます。また、テレビ番組への協賛

やホームページ、店舗に設置してあるサイネージな
どを通じて、情報や魅力の発信、お客様との交流を
さらに深めていきます。

中国四国農政局長賞を受賞した
久保さんのデルフィニウム

受賞を喜ぶ久保さん

イベント会場は大勢の人で賑わいました。
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　　「農の風景」を読んで。最近、ドラ
イフルーツが流行っていますが、レモ
ンやオレンジは見かけても、紅まどん
なは見たことがありませんでした。レ
モンは紅茶に入れたりして楽しんでい
るのですが、紅まどんなはどうやって
食べるのでしょう。あ、商品写真に皮
ごとポリポリ…と書かれていますね！

� （今治市・加藤　仁美さん）
　○編皮ごとポリポリももちろん美味しい
のですが、私はレモンなんかと同様に
紅茶に入れてみました。高級柑橘の風
味にいつもの紅茶がちょっと贅沢な味
になりました。ぜひお試しください♪

　　毎年、この時期になると「オレンジ
デー」と愛媛いよかん大使の時期です
ね。だいぶ浸透してきたように感じま
す。昔やっていた直売所特集をぜひし
てほしいです。

� （今治市・越智　伸恭さん）

　　学校給食・食育講座のニュースを読
んで。子どもたちには、できるだけ地
元で採れた新鮮野菜、肉類を食べてほ
しいと思う。この食育活動を広げてほ
しい。そうすることで、人にも優しく
でき、命の大切さが分かる子どもが
育ってほしい。

� （松山市・伊藤　光代さん）

　　エッセーを読んで。私は幸せなこと
にあまりストレスを感じるタイプでは
ありませんが、ストレス解消の一つに、
笑いのチカラの活用があることを知っ
たので、お笑い番組を見るなどして自
分の生活のコントロールをしていけた
ら良いなと思いました。

� （今治市・山本　美空さん）

　　今年もみかんジュースの販売が始ま
りましたね。つぶタイプのジュースが
好きですが、「塩と夏みかん」が美味
しいと聞きました。夏に飲んでみたい
と思います。
� （西条市・瀬川　憲子さん）

平成31年３月、四国中央市に設置された新しい選果場の名称は
なんというでしょう。

「愛媛〇〇〇〇広域選果場」

プレゼント
クイズに正解した方の中から
抽選で、図書カード1,000円
分を10名様にさしあげます。

発　表
「あぐり〜ど」８−９月号で発表します。

当選者発表
４−５月号の答えは「（第）43（回）」
でした。たくさんのお便りありがとう
ございました。
厳正な抽選の結果、次の10人の方に
図書カード1,000円分をお送りします。
長下　政恵さん（宇和島市）
岡　　葉子さん（八幡浜市）
菊池しえみさん（八幡浜市）
米花佐智子さん（八幡浜市）
田岡　栄子さん（松山市）
高山　亜希さん（今治市）
玉井　陽子さん（西条市）
寺尾　智美さん（四国中央市）
深川　　厚さん（四国中央市）
嶋津　幸子さん（青森県青森市）

応募方法
折り込みハガキにクイズの答えと本誌に対する
ご意見・感想などをお書き添えの上、ご郵送く
ださい。

締切り
2019年７月15日（当日消印有効）

Ｒ Ｅ Ａ Ｄ Ｅ Ｒ Ｓ 通 信

今月の
クイズ

編 集 後 記
　「令和初」「令和初」ともう飽
きるほど様々なところで見聞き
したと思いますが、本誌も「令
和初」の発行となりました。さ
て、お祝いムード一色だった大
型連休は皆さんどのように過ご
されましたか。私は、ゆっくり
過ごそうと思い、「まだ９日も
ある」「まだ３日」と悠長に構
えていたら、すぐに連休は終
わってしまい、気付けばもう目
の前に夏が。５月で既に猛暑日
を記録するという恐ろしいこと
が起こっていますが…、早めに
しっかり対策して今年は夏バテ
にかからないようにしたいと思
います。� （有紗）

　「リジェール松山屋上ビアガーデン」では、ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会による試食
宣伝を開催しています。県内ＪＡの新鮮野菜を堪能できます。
　無くなり次第終了ですのでお早めにご来場ください。

◆期　間　５/９（木）〜９/28（土）17：30 〜 21：00
　　　　　�〈定休日〉日曜日・８/15
◆上記イベント対象日：�６/10（月）・７/２（火）・７/８（月）・７/18（木）・７/24（水）・

８/１（木）・８/６（火）
◆ご予約・お問い合わせ：089-948-5631
詳細はホームページをチェック♪　https://www.riziere.jp/

大人気ビアガーデンで
ＪＡならではの新鮮野菜が楽しめます！

５/14に行われた
ＪＡ愛媛たいきの
「エコラブトマト」
試食宣伝の様子

16



〈材料・４人分〉　　※1人あたり約306kcal
ミニトマト	 12個
豚バラ肉（スライス）	 200ｇ
片栗粉	 大さじ１
カボチャ	 120ｇ
シシトウ	 12本
ニンニク（スライス）	 １カケ
サラダ油	 適量
　　酒	 大さじ３
　　塩	 小さじ1／2
　　みりん	 大さじ２
　　薄口醤油	 大さじ２
黒コショウ（粗挽き）	 適量
糸唐辛子	 適量

ミニトマトとサバ缶のささっと和え

〈作り方〉
①　ミニトマトは半分に切る。
②　豚バラ肉は３㎝幅に切り、片栗粉をまぶす。
③　カボチャは拍子切りし、電子レンジにか
ける。

④　シシトウはヘタをとり、包丁で切り込み
を入れる。

⑤　フライパンに油を熱し、②とニンニクを
炒め、④を加えて炒め、③、①、Ⓐのタ
レをからめる。

⑥　器に盛りつけ、黒コショウと糸唐辛子を
のせる。

ミニトマトとサワラのさっぱり蒸し
〈材料・４人分〉　　※1人あたり約196kcal

ミニトマト	 12個
サワラ	 ４切れ
生ワカメ	 80ｇ
モヤシ	 １袋
ニンニク（スライス）	 １カケ
酒	 大さじ４
塩・コショウ	 適宜
レタス	 ４枚
レモン（輪切り）	 ４枚

ミニトマトと豚バラのスタミナ炒め
〈材料・４人分〉　　※1人あたり約205kcal

ミニトマト	 12個
サバ缶（水煮）	 ２缶（約360ｇ）
　　サバ缶の汁	 大さじ２
　　ポン酢	 大さじ３
　　ゴマ油	 小さじ１
大葉（千切り）	 10枚
白ゴマ	 小さじ1／2

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古 正子先生
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〈作り方〉
①　サワラは塩・コショウをふる。
②　フライパンにサワラ、モヤシ、ワカメ、
ミニトマト、ニンニクを入れて、酒と塩・
コショウをふり、蓋をして中火で５分ほ
ど蒸す。

③　サワラに火が通れば、ひと口大にちぎっ
たレタスを加えて蒸す。

④　器に盛りつけ、レモンを飾る。

〈作り方〉
①　ボウルにサバと半分に切ったミニトマト
とⒶを入れて、さっくり混ぜ合わせる。

②　器に盛りつけ、大葉と白ゴマを飾る。

Ⓐ

ミニだから、おやつから弁当まで○広活用
ミニなのに、トマト以上の○高栄養

NOW NOWCOOKING
今月の素材

ミニトマト
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あぐり〜どはWEBでも読めます
http://www.eh.zennoh.or.jp

ehimenosyoku

「えひめの食」Instagram

あなたの人生で支えられた 1 曲を
　　　　　　　リクエストしてください
　  link@joeufm.com

ＪＡ全農えひめ協賛FMラジオコーナー
FM愛媛
毎週月曜日「Groovy Radio Caravan」内
14時10分頃～（５分間）

ＪＡ全農えひめPresents
Support
Music


